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事 業 所 情 報 ( 保 育 所 ) 

                           (平成２４年１０月１日現在) 

 

 

施設名 

射水市立大江保育園 

 

 

１ 基本情報 

所在地： 〒９３９－０３０２ 

富山県射水市大江１４６４ 

TEL：０７６６－５５－００５０ ホームページ：射水市 

FAX：同上 E-Mail：ogo-child@city.imizu.toyama.jp 

交通手段：JR 小杉駅から車で約１０分・車での手段は、富山方面より８号線大江交差点を左折

し、約２００ｍで、右折、すぐ右手に園舎があります。 

開設年月：昭和３５年５月１日 開所時間：７：００～１９：００ 

敷地面積：５２１．０８６ ㎡ 建物面積：３６２．６４ ㎡ 

経営主体：射水市 設置主体：射水市 

施設長名(所長､園長)：野上 富士子 

 

２ 職員体制 

施設長： １ 名 保育士： １３ 名 保健師･看護師： ０ 名 

栄養士： ０ 名 調理員：  ３ 名 医師：   ２ 名（嘱託） 

事務員： ０ 名 その他：  ２ 名 計：   ２１ 名 

 

３ 保育所の方針 

・ 衛生と安全管理に心がけ、健康な体づくりを目指す 

・ 身近な人達への思いやりや、身近な自然に触れてあそぶ中で豊かな感性を育む 

・ 自分を大好きになり、表現する力を育む 

・ 子どもの心を大切に受けとめ、その可能性を引き出し、保護者への支援につなげていく。 
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４ サービス内容 

対象地域 射水市・広域入園（高岡市） 

対象年齢 ０～５歳児 

入所定員 ８０名 

入所児童 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

６ ９ １３ １２ １４ １８ ７２ 

居室数･内容 ・ ３歳未満児（うさぎ組０・１歳児）１クラス 

・ ３歳未満児（こあら組２歳児）１クラス 

・ ３歳以上児（３・４・５歳児縦割り）３クラス 

午後より年齢別保育  １組 ５歳児、２組 ４歳児、３組 ３歳児 

 

サービス名 
有 

無 
具体的な内容（利用時間、詳細料金など） 

0 歳児保育 有 ・生後６ヶ月から受け入れている。 

障害児保育 有 ・集団可能なお子さんを受け入れている。 

延長保育 有 ・午後１８時から１９時まで（１時間１２０円） 

夜間保育 無  

休日保育 無  

病後児保育 無  

緊急一時保護 無  

子育て支援 

センター 

無  

 

健康管理 ・ 定期健康診、歯科検診（年２回） ・フッ素（週２回）・検温（毎日） 

・ ぎょう虫検査、検尿（年１回）・発育測定（毎月） 

食事 ・ 自園方式 ・離乳食 ・アレルギー食 ・３歳未満児は完全給食 

・ ３歳以上児は主食のみ持参 

休日 ・ 無 

地域との交流 ・ 特別養護老人ホーム大江苑との交流・地域振興会、福祉会との交流 

・ 地域人材活用（お話の会・茶道教室・絵画教室・書き方教室） 

・ 小杉小学校との交流  ・未就園児親子との交流 

保護者会活動 ・ 保護者会総会 ・園庭整備（年２回） ・資源回収（年４回） 

・ 運動会 ・生活発表会 ・役員会（年３回） 
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５ サービス利用のために 

利用申し込み方法 ・保育園及び市役所子育て支援課に必要書類があるので、記入し提出 

申請窓口開設時間 ・７時から１９時 

申請時注意事項 ・担当課保育園申請マニュアルに従い対応 

入所相談 ・随時対応 

利用料金 ・無 

食事代金 ・無 

苦情対応 ・窓口対応や玄関先の意見要望受付箱設置 

・大江っこ便りにて苦情用紙配布及び返答をしている 

その他情報提供資料 ・ポスター掲示 ・広報やインターネットにて開示 

 

６ 施設の公開、実習生･ボランティアの受け入れ 

施設の公開･見学 実習生の受け入れ ボランティアの受け入れ 

・ 随時対応 

・ 毎週水曜日未就園児親子

受け入れ 

 

 

 

・ 県内外の学生・学校より

要請があれば受け入れて

いる 

 

 

・ 地域の小学校、中学校や

高校から要請があれば受

け入れている 

・ 絵本の読み聞かせ 

・ 茶道、絵画、書き方教室 

・ ベビーマッサージ 

・ 母子推進員の協力等 

 

 

７ その他特記事項 

・ 地域との交流が活発で、民生委員や地域振興会とのつながりも深い。 

・ 未就園児親子のアンケート調査による希望を、可能な限り希望に添えるよう努力してい

る。中でも、食育の一環として、保育園の給食をＰＲするとともに、乳幼児の食育につ

いて、市の栄養士や調理師より話してもらう等実施している。 

その際に、お手伝いとして、新たな人材発掘として、地域の母子保健推進員の協力を

得た。 

 

 

 

 

 

 


